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2023 年 12 月期 第３四半期 決算説明電話会議 要旨 

 

【ご留意事項】 

本要旨は、当社主催の決算説明会や電話会議にご参加になれなかった方々のためのご参考です。 
説明会での発表内容全文ではなく、当社の判断による要約であることをご了承下さい。 

また、本資料に記載の業績見通し等の将来予測に関する記述については、現在入手可能な情報に鑑
みてなされた当社の仮定および判断に基づくものであり、これには既知または未知のリスクおよび
不確実性ならびにその他要因が内在しており、それらの要因による影響を受ける恐れがあります。 

 
[日時]   2023 年 11 月８日（水） 18:00 – 19:00 

 
[登壇者]  2 名 

経営戦略本部 経営戦略部 マネージャー  
金塚 康夫 

 
経営戦略本部 経営戦略部 アソシエイトマネージャー   

平塚 将  
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第３四半期（3Q）累計の連結業績は、日本事業、中国事業、ランシノ事業がけん引し、増収増益
で終了しています。 

売上高は 729 億 4,200 万円、前期比プラス 3.2%の伸長、約 22 億円の増収となっています。 

総利益は 359 億 2,500 万円、前期比プラス 8.2%、約 27 億円の増加となりました。 

営業利益は 101 億円、前期比プラス 11.9%、約 10 億円の増益となりました。営業利益率も同 1.1
ポイント改善しています。 

また、経常利益、四半期純利益についても前期比増益で終了しました。 
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3Q 累計での連結営業利益の増減要因です。 

3Q 累計の販管費は、上期活動の繰越分の消化も進んだことで、前期比プラス 16.4 億円の増加とな
りました。 

一方で、累計の営業利益は、増収および総利益率の改善も貢献し、前期比プラス 10.8 億円の増益
となりました。 

ただし、3Q 終了時点でも社内計画に対して販促費用の一部が依然として未消化であるため、それ
らの費用は第４四半期（4Q）に発生の予定となっております。 
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3Q 累計での事業別損益です。 

累計売上高は、シンガポール事業を除いた 3 事業で前期比増収となりました。また、累計総利益に
ついても、シンガポールを除いた 3 事業で総利益額、総利益率ともに前期比で伸長しました。 

総利益率改善の主な要因としては、日本事業では商品の価格改定、中国事業では哺乳器・乳首の販
売構成比増加による商品ミックスの改善、ランシノ事業では海上運賃の低下などによる貢献が見ら
れました。 

累計のセグメント利益についても、シンガポール事業を除く 3 事業ではセグメント利益額、利益率
ともに前期比で伸長しています。 
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3Q 累計での事業別サマリです。 

日本事業の業績は基幹商品を中心に伸長しました。また 2 月の価格改定後も主力商品は堅調に推移
し、増収増益となっています。 

ベビーケアの売上高は前期比プラス 4.0%と堅調です。哺乳器・乳首、スキンケアの累計の売上高
が前期比で伸長しました。また、ウェットティッシュ等の消耗品も好調に推移しています。 

新商品は、8 月より電動鼻吸い器シュポット、母乳実感パーツのストロー、ふたなどを発売してい
ます。 

インバウンド売上高については、日本への訪日外国人旅行客数は増加の傾向ではあるものの、当社
へのインバウンド需要は依然として低調に推移しています。 

ベビーケアの総利益率は累計で前期比 2.3 ポイント改善しました。2 月の価格改定が大きく貢献し
ています。また先日のリリースでご案内のとおり、2 月に続きまして 9 月にももう一度、ベビー関
連用品、ヘルスケア・介護用品において価格改定を実施しています。 
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中国事業も増収増益で終了しています。 

中国本土の売上高は、3Q 単独（7-9 月）はダブルイレブン向けの先行出荷等もある中（前期はロ
ックダウン明けで伸長したこともあり）、現地通貨ベースでは前期比マイナス 8.4%でした。累計
の売上高（セルイン）はほぼ前期並みで終了しています。 

哺乳器・乳首の累計売上高ですが、前期比プラス 27%の伸長です。ベビースキンケアは前期比マ
イナス 11%でした。特に 3Q 単独のスキンケア商品は処理水放出の影響で、日本ブランドへの逆風
が大きかったと見ています。 

新商品は、現在注力しているエイジアップ商品である自然離乳シリーズ、キッズ向けスキンケアは
オフライン、EC ともに販売を拡大しています。 

中国事業の累計の総利益率は、哺乳器・乳首の販売構成比の増加もあり、前期比 3.5 ポイント改善
しました。 

一方で、中国本土のセルアウトは累計で前期比マイナス 6%で終了しています。チャネル別に見る
と、EC はほぼ前期並みでしたが、オフラインが前期比マイナス 18%と低調が続いています。ただ
し、新規注力チャネルである TikTok、Pinduoduo などのセルアウトは前期比で 2 桁伸長と成長を
継続しています。なお 3Q 累計の EC 比率は 72%でした。 
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シンガポール事業は、2Q から引き続き主要国で前年セルイン伸長の反動減が継続しており、3Q 累
計も減収減益で終了しました。一方で、各国のセルアウト伸長に向けて、費用は先行しています。 

シンガポール事業各国の累計売上高前期比は、インド国内がマイナス 21%、マレーシアがマイナ
ス 9%、インドネシアがマイナス 8%、中東がマイナス 20%となっています。 

累計のセルアウトは、特に哺乳器・乳首が好調なインド、オーストラリア、タイでは前期比で伸長
しています。 

新商品は、哺乳器のデザイン追加や、さく乳器のリニューアルモデルを発売しました。シンガポー
ル事業は基幹商品である哺乳器・乳首、スキンケアの販売強化を継続しています。Natural 
Botanical スキンケアは各国の EC とオフライン店舗の両面でブランド認知を強化し、セルアウト
は徐々に拡大しています。 

シンガポール事業の累計総利益率は、販売会社および工場の減収により前期比でマイナス 3.2 ポイ
ント悪化しています。 

 

 

 

 

ランシノ事業は、3Q 累計では北米の売上高が前期割れの一方、欧州、中国の売上高は伸長しまし
た。また、海上運賃の低下が利益率改善に貢献しています。 
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ランシノグループの現地通貨ベース売上高は累計で前期比プラス 2%で終了しました。北米は消耗
品の市場競争激化や、昨年発生した特需の反動減などによって前期比マイナス 4%でしたが、一方
でドイツ、UK、フランスなどの欧州が主力商品の乳首クリームなどを中心に、売上高を伸長させ
ました。 

新規カテゴリとして取り組んでいる産前・産後ケアの累計売上高は前期比で 2 桁伸長しています。
北米はもちろん、UK、ドイツ、ベネルクスなどでも引き続き好調です。 

新商品は 8 月より、北米の大手ディスカウントストア 1 社で Wearable Breast Pump の発売を開
始しました。これにより、さく乳器カテゴリの累計売上高も、徐々にではありますが回復基調にな
っています。 

累計総利益率は、海上運賃の低下もあり、前期比プラス 2.9 ポイント改善しています。一方で、米
国内の販売物流費（販管費要因）は依然として高騰が継続している状況にあります。 

 

以上が事業別のサマリになります。 
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8～10 ページにかけては、ピジョン、ランシノの各ブランドの主要市場の現地通貨ベースの累計売

上高の前期比と、E コマース比率を掲載しておりますので、ご確認をお願いします。 
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最後に、通期業績の見通しについてです。 

今期の通期業績予想につきましては、期初発表した予想から変更はありません。日本事業、ランシ
ノ事業は堅調の一方で、足元では中国市場での不透明感の高まりや、シンガポール事業の業績回復
への対応強化が必要な状況となっています。 

このような中で、4Q 単独では各事業で成長加速に向けた追加の施策の実施や、24 年以降の持続的
成長のための活動強化などに費用を投下する予定となっております。そのため、まずはこの期初計
画達成に向けて、引き続き注力してまいります。 

 

以上が第３四半期の決算概要となります。
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質疑応答 
*質問内容を事業別に分けた上で、質疑応答を掲載しております。 
 
【全体】 

Q. 3Q 累計の連結業績に対する為替影響はどの程度だったか。 

A. 3Q 累計での為替影響は前期レートに対して連結売上高で約 15 億円、総利益で約 7 億円、経常
利益で約 1 億円強のプラス影響があった。 

 

Q. 3Q 単独および累計での、社内計画に対する連結売上高および利益の進捗はどうだったか。 

A. 3Q 単独（7-9 月）で見ると、売上高は日本事業は計画通り、ランシノ事業は為替影響も含め計
画に対して若干プラスだったが、中国事業（韓国を含む）と、2Q より反動減の調整が続いている
シンガポール事業の売上高が計画を下回った事で、連結売上高も計画割れで終了した。総利益は、
販売商品ミックスの改善等も貢献してほぼ計画並みの進捗の一方、販管費は上期からの繰越分の一
部を 3Q 単独で消化したこともあり、営業利益は若干の計画割れで終了している。 

また、3Q 累計では、連結売上高は社内計画に対しては若干下回っているが、総利益はほぼ計画通
りの進捗となっている。販管費は、上期からの繰越分のうち数億円が依然として未消化だったこと
もあり、結果的に営業利益は計画を上回った。 

 

Q. 通期業績見通しの達成確度はどうか。 

A. 3Q 累計までの中国本土の状況や、前年伸長からの調整が続くシンガポール事業の状況を踏まえ
ると、通期計画の連結売上高 1,000 億円には届かない可能性もあると考えている。また、利益面に
ついては、3Q 終了時点での連結総利益率や営業利益は期初の社内想定よりも上振れてはいるが、
決して楽観視はできない。4Q 単独（10-12 月）は各事業でセルアウトてこ入れ策や、更なる成長
施策に販管費を積極的に投じていく必要があるため、メリハリを付けた費用投下を行い、通期連結
営業利益（124 億円）の達成に向けても引き続き取り組んで行く。 

 

【日本事業】 

Q. 訪日外国人数は回復しているが、ピジョンのインバウンド需要は回復傾向にあるか。 

A. 当社が定点観測しているインバウンド店舗販売額を見る限りでは、3Q 累計でも前期比では横ば
いの状況。また、3Q 単独（7-9 月）では ALPS 処理水の放出もあり、ももの葉スキンケアを中心
に、当社管轄外の越境 EC などの海外需要も低調に推移しているようである。 
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【中国事業】 

Q. 3Q 単独（7-9 月）でのセルアウトの EC チャネルの前期比はどうだったか。 

A. 3Q 単独のセルアウトは、EC・オフライン含む全体で前期比マイナス 12％で終了。そのうち、
EC は同マイナス 8%。既存の大手 EC のセルアウトが前期比減少の一方で、Tiktok などの注力チ
ャネルは構成比はまだ小さいものの前期比では高成長を継続している。 

 

Q. 3Q 累計での中国本土のセルイン・セルアウトを踏まえて、4Q の見通しはどうか。 

A. セルアウトは、上期までは EC が前期比で伸長していたが、3Q では前期割れとなった。一方、
3Q 単独（7-9 月）のセルインは処理水放出の影響などが一部あったものの、哺乳器の新商品の出
荷に加え、11 月のダブルイレブン商戦に向けた先行出荷が例年よりも多く出た事で、累計でも前
期並みを維持している。 

当社としては 3Q 以降も引き続き EC のセルアウト伸長を期待していたが、実際のセルアウトは伸
び悩んだ部分もあり、4Q は流通在庫状況を見ながらセルインの調整や、セルアウト刺激の追加施
策を行う事も検討する。 

  

Q. ALPS 処理水放出の影響と、収束見通しについて教えて欲しい。 

A. 8 月の ALPS 処理水放出直後は、中国本土のお客様から当社へのお問い合わせの数は一時的に増
加したが、現在はその数は落ち着いている。当社の事業活動においては、予定していた KOL プロ
モーションが難しくなる等、マーケティング活動も大きく制限されたため、それによるブランドの
露出減少、売上減少は一定程度はあったと見ているが、定量的にその影響を算出する事はできな
い。また、現状の市場の反応を見る限り、商品の生産国はさほど重要ではなく、あらゆる消費財で
日本ブランドの商品を避ける傾向が見られるため、この影響がいつ頃に収束するのか、現時点でそ
の見通しを断定するのは非常に難しいと感じている。 

 

Q. 6 月に発売した新商品「自然離乳シリーズ」の手ごたえはどうか。 

A. 自然離乳シリーズの出荷は当初の想定通りに進んでおり、お客様からの反応もポジティブなもの
が多く手ごたえはある。この自然離乳シリーズが、当社の哺乳器・乳首のさらなる市場シェア拡大
に貢献してくれることを期待しているが、足元では処理水放出の影響による日本ブランド回避もあ
ってか、その貢献が見えにくい状況にはなっている。ただ、4Q 以降は拡販体制も整ってくるの
で、今後も引き続き新規領域の一つとして販売に注力し、中国本土での哺乳器・乳首の市場シェア
アップに繋げていきたい。 
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【シンガポール事業】 

Q. 主要国の流通在庫調整、セルアウトの回復状況について教えて欲しい。 

A. 中東やインドネシア、マレーシアなどではセルアウトは回復基調にあるものの、未だ前期を超え
る状況ではない。当社からのセルインを抑制しつつ、セルアウト伸長に注力する事で流通在庫は
徐々に削減できている。当社の想定よりは削減ペースが鈍いものの、引き続き、23 年末に主要国
の在庫正常化を目指して取り組んで行く。 

 

【ランシノ事業】 

Q. 海上運賃の低下による収益性改善効果は継続性があると考えられるか。 

A. 海上運賃の水準が今後も現状レベルを維持する前提であれば、来年の上期頃までは効果が継続す
ると見ている。 

 

以上 

 


